
【ＤＯ（実施）】

③ 地区住民センターの生涯学習活動の年間利用者数 人 50,807 33.9% 33.9%

④

① 生涯学習講座の年間参加者数 人 1,980 36.6% 36.6%

② 公立公民館の定例グループ登録者数 人 2,776 74.8% 74.8%

施策の概要

030301
魅力的な生涯学習プログ
ラムの整備・充実

市民の生涯学習意欲の高揚を図るため、多様なニーズの把握に努めながら、公民館講
座の充実に努めます。
また、県と連携し、より質の高い講座を提供します。

030302 生涯学習拠点の機能強化

生涯学習拠点の機能強化を図るため、市民のニーズを十分に把握し、施設の改修や備
品等の整備を行います。
また、中地区公民館については、老朽化が著しいため、改築を計画的に進めます。

030303
身近な生涯学習の場の充
実

地区住民センターや町内公民館が身近な生涯学習の場となるよう、学習活動や情報発
信を積極的に支援し、利用しやすい環境づくりに努めます。

030304 指導者などの人材育成

市民の多様な学習ニーズに対応できるよう、生涯学習の指導者となるやボランティア
人材の育成に努めます。
また、ボランティアセンターに登録された人材を各公民館や団体等へ紹介するなど、
人材の活用を図ります。

一般財源 44,373 48,703 53,769

人件費 33,568 34,231 -

フルコスト 85,950 101,352 -

内
訳

県支出金 0 0 0

地方債 0 4,000 4,200

その他 8,009 14,418 9,764

決算 予算 見込
事業費 52,382 67,121 67,733

国庫支出金 0 0 0

（単位:千円）

施策達成状況の説明

施策経費
R2年度 R3年度 R4年度

⑤

特記事項

①新型コロナの影響で前期の講座が中止となり、後期からの講座開催となったため講座開催の回数も減り、参加者も例年より大幅に減少し
た。
②定例利用グループの会員数は会員及び講師の高齢化等により減少傾向にある。
③新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、各地区の活動が自粛されたことにより目標値を大幅に下回った。

48,257 48,099 51,165 45,580 17,644

2,645 2,478 2,380 2,269 2,095

50,000 50,500 51,000 51,500 52,000

1,851 2,509 2,065 2,328 805

2,700 2,720 2,740 2,760 2,800

H28実績値 H29実績値 H30実績値 R1実績値 R2実績値 達成率 進捗率

1,900 2,000 2,100 2,150 2,200

施策担当課 社会教育課 課長 前田　勝盛

基本計画における目標値
H28目標値 H29目標値 H30目標値 R1目標値 R2目標値 R2年度

施策 0303 生涯学習の充実

施策の方針
生涯学習プログラムの充実や指導者の育成を図る。また、生涯学習の場を充実させるとともに、拠点機能
の充実など利用しやすい環境づくりに努める。

関連する
SDGsの
ゴール

指標名 単位
基準値
（H26）

令和 3 年度 施策評価表

施策担当部 教育委員会 部長 吉村　武史



【ＣＨＥＣＫ（評価）施策担当部長】

【ＡＣＴＩＯＮ（改善・改革）】

令和4年度新規事業
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事業名（仮称） 担当課 対象・事業概要など
事業費（千円）

1

施策を達成
する上での
問題点・課
題

公民館講座は、開催する講座内容や募集人員の設定等によって受講者数が大きく変動するため、受講者数を右肩上がりで増や
していくのは困難な部分もあるが、引き続き、市民の多様なニーズを把握することにより魅力的な公民館講座の充実に努め
て、市民の生涯学習の高揚を図る必要がある。
公立公民館定例利用グループは、近年、会員の高齢化もあり会員数の減少が見られたが、グループとの連携講座の開催による
公民館講座開催後のグループ化もあった。より一層の定例利用グループ活動の活性化に向けた方策を検討する必要がある。
地区住民センターを地域の生涯学習活動の学びの拠点として、豊かなコミュニティ活動が行えるよう、引き続き情報提供・事
業の推進に取り組んでいく必要がある。

問題点・課
題を踏まえ
た施策構成
事務事業の
改善・改革
や新規事業
についての
考え方

公民館定例利用グループ数は、減少傾向が続いている。今後も市民のニーズに対応した講座を開催し、グループ化を図ること
で、少しでも定例利用グループが増加するよう努める。
住民センターで開催される講座や行事などの情報提供のため、「住民センターだより」を発行し、引き続き地域住民の生涯学
習機会の充実を図っていく。

R4年度見込

0


